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1 。 はじ めに1986







2 。 安 全 管 理 と安 全 文 化 の 位 置 付 け





まで迫ることが必要である。 これには、「4 つのM 」について調査する必要がある。「4 つのM 」とは、
（l)Man （人間）、（2）Machine （機械・設備）、(3）Media（作業・環境）、(4）Management （管理）のこ
とである。事故 は、これら「4 つのM 」 に係る原因が絡 み合って発生すると考えられる。
これら「4 つのM 」のうちManagement は、他の3 つのM のさらに奥 に潜む要因 と考えられるので、Management
は根源という位置付けとなる。また、Management は他の3 つのM を共通に関係付ける
要因 とも考えられる。さらに、安全文化 （SafetyCulture ）はManagement とMan に影響を及ぼす
背景という位置付けとなる。 これらの位置付けを図1 、図2 に示した1)。




















いる。代表的な手法の一つとして平成H 年4 月30 日、労働省から「労働安全衛生マ ネジメントシス
テムに関する指針」が公表された。 この指針の導入が目指すものは次のとおりである。

















































○第1 レベル 現場レベルの要因群： 直接的にプラント内で安全に影響を及ぼす組織要因5.












安全確保の点で実作業 に係る度合い から「第1 レベル→第2 レベル→第3 レベル→第4 レベル」 の
順で優先度が考えられているが、第3・第4 に関係し12 項目の中で は触れられていないが重要な係り
合いをもつ 設計・開発”に関する要因も追加されている。
安全文化 に関するIAEA のASCOT ガ イドラ イン並び にOECD ／NEA の組 織要因12 項目お よ
び諸側面項目は、余りにも評価項目数が多すぎるので改善の必要があ ると考えられる。
安全文化の定義や概念ついては、内外を問わず各様な見解があるが、最も一 般的な定義 は、例 え
ば、use （HealthandSafetyCommission ）,ACSNI （AdvisoryCommitteeontheSafetyofNuclearInstallations
）による“安全文化 とは、組織の健康 と安全管理へのコミットメント と形態とを規定 す
る個人および集団の価値観、態度、知覚、能力、行動様式 の産物である7)"であろう。また、安全文
化 に密接に関連する概念として、安全風土の概念がある。文献 によっては、 その両者の概念を曖昧
に規定している場合 もあるが、明確に使い分けて使用し ている場合もある。しかし、この両者の概
念的な違いはあっても具体的な指標レベルにおいて積極的な差異を認 めることは困難である。





























評 価 項 目
評 点 評価（評点合計）
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Itisincreasinglyrecognizedthatsafetymanagementandsafetycultureare
crucialasavitalquestionfororganizations,corporations.factories,hospitals,etc.,
asaresultoftheChernobylNuclearAccidentin1986,theJCOCriticalityAccident
on30September1999,theYukijirusiFoodPoisoningIncidentinJune2000,recent
accidentalexplosionsinchemicalfactoriesandfireworkfactories,medicaltreatment
errors,etc.
Thispaperdescribesthecurrentsituationofsafetymanagementandsafety
culture,amethodologyandanassessmentmethodofsafetymanagement.and
conceptsandassessmentsofsafetycultureinordertodevelopastrategyandtactics
n:)rmeasurestopreventincidentsandaccidents.
